
幼保小連携事業について

流山市教育委員会学校教育部指導課

幼児教育支援センター



１ 流山市幼児教育支援センターとは



事業の目的

（１）幼児教育・架け橋期の教育の充実と推進

（２）幼児期のこどもを持つ保護者の方の子育て支援

（３）市内全体の幼児教育の理解促進



２ 幼保小の連携・接続事業について



流山市教育振興基本計画

〇「自立」するこども

〇主体的に学ぶ力

〇経験や体験を通して

自ら問題を解決できる力

学びに向かう力と自立するこどもを育む



国の動向

架け橋期カリキュラムとは・・

幼保小の先生方が、共通の視点を持ち、相互の教育内容や教育
方法の充実を図るために協働して作成するカリキュラムのこと。



３ 本市における
架け橋期カリキュラム作成に向けて



（１）流山市架け橋期カリキュラム
推進会議発足

【構成員】

・有識者（大学教授）・小学校長代表・小学校教諭代表
・私立幼稚園代表・公立幼稚園代表
・私立保育園及び認定こども園代表・公立保育所代表
・児童福祉施設等の代表 ・子ども家庭部及び教育委員会の職員

【目的】

市内の架け橋期の教育・保育に関する実態について話し合うとともに、各校・園
での架け橋期カリキュラムの作成、普及に向けた議論を行う。



第１回推進会で議論された
架け橋期カリキュラム作成の方向性

〇大きな枠にはめ込むのではなく、地域性を大事にし

ながら、幼保小が話し合いながらカリキュラムをつ

くることが重要。

〇職員が変わっても継続できるような仕組みづくりと

架け橋期カリキュラムの必要性に関して広く周知す

ることが必要。



（２）令和7年度の市教育委員会としての方向性

①「架け橋期カリキュラム」の必要性に関する

意識啓発

②幼保小の連携体制の構築



①「架け橋期カリキュラム」の必要性
に関する意識啓発



②幼保小の連携体制の構築

継続的な連携・協議等が欠かせないが、
複数の園や学校と、個別にやりとりすることは、事務的な負担が大きい



「幼保小連携の日」の設置

小学校区を中心に特定の日を設け、小学校の教職員と幼児教
育・保育施設の職員とが、相互に交流し、各校・園の架け橋期のカ
リキュラムの見直し・作成ができるよう、意見交換を行う。

※園児が就学する小学校すべてと連携する必要はありません。



令和7年度は、
「顔の見える関係づくり・つながりの構築を目指す」



令和７年度「幼保小連携の日」のイメージ
□園長・校長間、教職員間の関係づくり

・園パンフレット、学校要覧等を持ち寄り、育てたいこどもの姿を共有する。

□各校のテーマに応じた情報交換を行う。

（例） ・スタートカリキュラムで取り組んでみたこと、悩んでいること

・こどもたちが主体的に取り組んでいる活動やその工夫

・こどもが困っている時の支援策や環境構成について

・こども同士の交流で取り組んでみたいこと



今後とも、幼児教育支援センター事業
へのご理解ご協力をお願いいたします。


